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第４章　自伝と自己  (p.139-196)

Ⅰ　「自己」をめぐる見解

　心理学の古典的中心概念である「自己」（the Self）への文化心理学の適用。

(1) 本質主義（実在的自己）による曲折と「概念自己」（構成的自己）

存在論的実在論の束縛から抜け出した自己の本質。

(2) 対人交渉的な関心としての自己

 ① 自分と他者の関与の仕方。

 ② 他人に関する関与の仕方を枠づける様式。

　 →心理学だけ欠如。他領域との共通根拠が必要。

　

(3) 心理学への閉じこもりの問題

パラダイムの問題…どんなことを，どんな方法を使って，どのような結果を期待するのか。　

　 <cf.>　学習理論での対立（Hull C. vs. Tolman E.），テスト主義

(4) 状況性と分散性

1 状況の中に位置づけられ（sitiuated），分散される（distributed）ということ（Pea-Perkins）。

　 学校はそれ自身が「学習と思考の共同体」（Brown A. & Campione J.）。

2 自己が「分散されたもの」とする概念は心理学の外では当たり前

3 妥当性とは解釈的概念（Cronbach L.）

4 普遍性（Gergen K.）

       人間の反省性と，とって変わり得る選択肢を予見

(5) ストリーテーラーとしての自己（ストーリーの部分としての自己の描写を含むようなストーリーを語る自己）
1 物語的心理（Spence D.）

自己を物語る目的は，ある隠された「事実」にそれが合致することではなく，「外界と内界の調和，生き甲斐感，適合性」を達成すること。

2 自己とは一つの語り（telling）である（Schafer R.）

他者…共謀の仲間であり「分散された自己」のようなもの。

3 物語への転換（narrative turn）

　　　インタビューからでてくる自己は，インタビュー方法によって人工的に作り出された自己。

4 Polkinghorne D.

　　　自己とは，静的な物でも実体でもなく，個人的なさまざまの出来事を一つの歴史的なまとまりの中に形作ったも

      の。そこには，その人が将来何になるのかという期待をも含んでいる。

Ⅱ　自己の研究の要件

(1) 文化心理学からの自己の研究に対する２つの要件

1 意味研究

2 「自己の意味」を達成するための実行行為（その中に分散された自己）

(2) 文化心理学…解釈心理学

文化的文脈の中に意味を創造することにあたって，人間が引き受けるルールを探し求める＝実行行為の文脈。

(3) 回想的自伝研究の可能性

　  記録としてでなく，人は自分がどんな状況，理由，方法で自分が「何をした」と考えているか。

Ⅲ　家族のストーリー

(1) 構成過程の主人公としての自己と，「ターニングポイント」。

(2) 自伝はナレータがかつてその時そこに存在していた主人公（過去のナレータ自身だが）について今ここで話す説明。

　 そのストーリーは，主人公がナレーターと一体となる現在で終わる。

(3) 主人公としての自己は，常に未来を示している。

　<cf.> 「私はまったく反抗的な子どもだった」

　　　　　一つの総括であるとともに，一つの予言ともみなしうる。

(4) 一つの家族というものは，文化の代理であり，さらに，文化の小宇宙。

(5) Goodhertz家の調査

   ① 60歳代初期の夫婦と，成人した２人の息子および２人の娘。

　 ② 個別に彼らの生活についてインタビューし，各個人の自伝に予備的な分析を行い（１年），家族として「話し合い

　　　のセッション」（「Goodhertz家に育つとはどういうことであるのか」という話し合い）を３時間以上してもらう。

　 ③ 物語とは，プロット（fabula）ではなく，語り方（sjuzet）。

Ⅳ　家族とのインタビュー

(1) 自発的に語られる自伝と，人は自分自身の方法で自分の生をどのように語り始めるのか。

(2) インタビューとファミリーセッション

　　彼らはテーブルを囲んで「何でも話し合う」自由をもっている。

(3) 家族とは不可避的に起こる相反した関心によって，その成員たちが外に引きずり出されないようにするシステム。

   そのための２つのテクニック

1 巧みな対人関係の処理

2 家族の中での役割演技

Ⅴ　Goodhertz一家

(1)  George Goodhertz

暖房装置の請負人。コミュニティでの信頼できる人としての役割を果たしていることを誇りにしている。彼の父は「酒飲み」で家族に不自由な思いをさせた。父が家族を捨てたとき授業料のいらない教区立小学校にいれられた。思慮深い人であり，その自伝で使うことばは「のようである」と「である」とを区別した語や句が高い頻度で用いられていた。自分自身のことをどんな意味でも無頼漢ではないと思っている。

(2)  妻のRose

イタリア移民の二世で，極めて家族中心的。「カトリック教徒で民主党支持者」。「保守主義者」でほら吹きで酒飲みで，家族に不自由をさせた不誠実な父親の子ども。夫婦二人とも，自分たちがかつてもったよりもよい生活を，子ども達に与えることに専念しようとする態度を共有。家族の中では頑固者としての評判を楽しんでいる。現実そのものを示すようなことばに満ちており，「意味を解釈しよう」とする努力は少ない。「である」という表現が，「のようである」という表現より高位をしめている。

(3)  いちばん年上の子どもであるCarl

高校生の頃カトリック平和運動で活動。家族の中でカレッジに行った最初の人間。そのカレッジはカトリック系であったが，そこを卒業して，感覚性理学のPh.D.をとるために，「よその町の」まったく無宗教系の大学に行った。思慮深く，順序正しく，教訓的。彼は自分のもつ「特別な才能」を信じており，それによって人の道徳家づらや偽善を見抜き，自分だけの道を進むことができたと信じている。30歳代の後半で未婚。研究職にあり，日曜日の家庭の夕食には必ず顔を出している。

(4)  上から２番目のNina

従順で太った子どもであったが，父親が彼女の刺激的な服装や社交性を認めなかったので，自分はより反抗的になった。早く結婚し，彼との間に女の子をもうけたものの，離婚して実家に戻った。地方の商店で手作りチョコレートを販売することに成功。今ではとてもうまくいっている。人生の中で一番欲していることは何かと問われて，彼女は笑いながら，「よりもっと」と答えた。よく笑い，その笑いによって，両親やきょうだいを緊張場面から救い出す。自ら自分をからかうことを，自分が家族から愛される存在となる方法の一つとして知っている。

(5)  Harry

この家族の中で不運なストーリー。人に気に入ってもらうようもっとも精一杯やってきたが，幸せな子どもではなかった。典型的な家族のストーリーの一つとして話されたのだが，彼は小さな子どもの時，過度に食べ過ぎるので，近所に行くときには，彼の母は「食べさせないで下さい」という札を彼の首にさげた。彼はいくぶん不全失語的。出来事の順序を保存するのが下手で，その意図は不明瞭にしか通じない。彼の説明の仕方はどれも不完全で文法的関係もはっきりせぬ，あまり構造化されていない物語。

(6)  最年少のDebby

甘やかされた子ども時代を過ごしたと語る。友人が多く好かれていた。個人的に自由であることこそが，彼女がもっとも欲するところ。彼女は「経験」することを欲し，世界を知ることを欲している。彼女の理想は「自発性」と「明るさ」。彼女の自伝は生き生き描かれた印象の連続であり，経験と親密性と自発性をテーマとする一連の変化としてまとめられている。Carlと同じように秩序的であるが，Carlの説明は因果的で直線的であるのに対して，彼女の説明の方が，テーマがメタファー的に繋がり合った流れをなし，一つひとつが互いに融合し合っている。

対面性にもとづく文化

　メンバーは「共同的注意」の機会をもち，そこでメンバーが物事の状態を一緒に「捕らえ」，お互いに対する気持ちを再調整し，いわば，規範を再確認していく機会を持っている。家族も例外ではない。

→Goodhertz家の親密さはしばしば食事をともにする（「テーブルを囲む」）ということによっている。

Ⅵ　「現実世界」と「家庭生活」

(1) 一つの家族としての実践行為の中で，つまり，家族が文化の代理を務める中で，自己が形作られ，分散される。

(2) 「家庭生活（home）」と「現実世界（real world）」との間のコントラスト。

① 個人的と歴史的社会学的

　 「個人的な」歴史（イタリアからアメリカの移民，地方から都会への移民）はアメリカの移民の歴史を反映。

② 「家庭生活」は，象徴的な苦境と象徴的な解決（あるいは興味深い非解決）を例示する物語にも具体化

　<cf.1>  Goodhertz家の思いやりを表すDebbyのストーリー…羽を痛めたカモメが家の庭に来て止まるというもの。

　　そのカモメが死ぬまでに家族がほどこした過剰な溺愛ぶりは，彼ら皆がなんと「甘い」のかを滑稽なほど誇大にしめすもの。

　　  <cf.2>  Debbyの思いやりの深さを象徴する物語様式をとったもの。

　　　  ブルックリン・クイーンズの高速道路上でトラックから落ちた鶏を彼女が助けようとした。彼女の友人は車を止めるのを断る

        が彼女はいきまいた。「現実世界」，つまり恐ろしいブルックリン・クイーンズの高速道路は人間の優しさを抹殺してしまうと。

      <cf.3>  Carlの「現実世界」…Debbyのそれよりも残酷さと偽善性において，より仕組まれ，歪められたもの。

　　 高校のフットボールのコーチに「行け」，つまり「ゲームから外れよ」と命じられ，完全にチームをさった。「現実世界」の

     中に，共感しあえるカトリック平和運動を見つけだし，自分なりの「現実世界」へ適応。
③ 葛藤についての自分自身のもつ物語的見方

　 <cf.>  Goodhertz 氏

　　　信用と秘密を守ろうとする要求が強かったために，友達との親しさが損なわれたことがある。
④ 「ストーリー」形成途上の対立。

　 <cf.>  Debbyの友達が数ヶ月前死んだときの，父親が同情的でなかったことを責めている。

　　  彼は自分が父親としての愛情と，現実世界に生きる抜け目なさの間でいただち，自分が危うく限界ぎりぎりにきていること

　　  を知っている。またDebbyは常に「没頭すること」というテーマに戻り続け，それにより自分の生涯を過度に面倒なもの

　　  にしようとしている。

(3) 「真の自己」と「抜け目のない」自己の区別。

Ⅶ　社会的歴史的力の表現

(1) 「家庭生活」と「現実生活」の区別

　彼らが分かち合っている区別は，彼らのもつ区別であって，それを彼らは自分達自身の生の中にあてはめてきている。その区別はあらゆる意味において，きわめて同時代的なもの。

　　→社会的歴史的力がなんであれ，また人が歴史的な力に対してどのような見方をとろうとも，人間の意味へ，言語

　　　へ，物語へと変換されており，人間の心の中へと入り込んでいる。

  　　◇フォークサイコロジーと文化という経験的世界を創造したのは，この変換の過程。

(2) 文化心理学は，解釈という方法の適用を通してのみ可能。

Ⅷ　まとめ－「説明」と「解釈」

(1) 第１章：認知革命が「意味形成」を捨て，かわりに「情報処理」と計算操作を選んだことへの批判。

(2) 第２章：「フォークサイコロジー」

① 人が自分自身，他者，そして自分たちの住んでいる世界の見方を組織化。

② 文化の凝集性にとっての本質的基礎。

③ 一連の論理的な命題ではなくて，むしろ物語やストーリーテリングの形で遂行されるもの。

(3) 第３章：人間文化に参加し，その物語を利用することができるためのレディネスの起源。

(4) 第４章：生活や自己をどう構成するかは，意味構成過程の結果であう。

1 自己は対人関係的に「分散された」ものである。

2 自己は文化の一つの表現であり，その文化に形を与えている歴史的環境からも意味を取り入れる。

文化心理学…人間の心と生活というものが，生物学や物質的資源のみならず，文化と歴史をどのように反映しているの

　　　　　　かを，「解釈」という道具を使って示すべきである。

補足：「説明」と「解釈」のまとめにかえて

自然科学　　　　　　　　　　　　人間科学

｜　　　　　　　　　　　　　　　｜

科学心理学　　　　　　　　　  　文化心理学

｜　　　　　　　　　　　　　　　｜

情報処理　　　　　　　　　　　　意味形成

｜　　　　　　　　　　　　　　　｜

論理的命題的　　　　　　　　　　　物語的

（計算的）　　　　　　　　　　　　（シンボル的）

（法則鼎立的）　　　　　　　　　　（個別記述的）

｜　　　　　　　　　　　　　　　｜

説 　明　　　　　    　　　 　　　解 　釈
　　　　還元性　　　　　　　　　　　　　文脈

　　　　因果性　　　　　　　　　　　　　状況

　　　　　予測性（事前的）　　　　　　　　事後的
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